事業報告
平成２５年度技術講習会

日　時：平成25年10月11日（金曜日）13時30分～16時40分　

場　所：静岡市産学交流センタープレゼンテーションルーム　

受講者：66名　　　　参加者：67名（事務局１名）
正会員、賛助会員以外に静岡県、富士市、富士宮市等の官庁関係、施工業者などの多方面からの御参加をいただき、質疑応答を含む有意義な講習が行われた。

講　習：

＜第一部＞

演題：最新の輻射冷暖房について
講師：ピーエス工業株式会社　名古屋営業所　水谷陽介　様

　　　三洋工業株式会社　統括営業部　エアー・ブロー・フロア担当　小山覚令　様

概要：従来の空調といえばエアコンのような対流式をいうが、室内の温度ムラが気になるところである。へたをすると体調を崩してしまうこともある。
　　　今回の輻射冷暖房は、自然を生かしながら自然を取り入れた冷暖房であり、密閉した回路の中を夏は１５～２０℃、冬は４０℃ほどの穏やかな水を循環させることで放射と自然対流による熱の動きを効率的にして、安定した冷暖房効果を得る事が出来るものである。
　　　輻射空調にも床輻射・天井輻射・壁輻射・集中放射式等の種類があり、其々の特性を生かした施設への適用を実例を紹介しながら説明があった。
また、対流式とのランニングコストにおいても通年で20%程度の削減が期待できる。輻射式は人と環境にやさしい冷暖房である。

＜第二部＞

演題：建築設備の耐震対策について
講師：ネグロス電工株式会社　技術支援課　課長代理　中嶋貴之　様
概要：阪神・淡路大震災や東日本大震災等大きな地震が起きているが、今後も高い確率で大規模地震の発生が予想されており、電気設備等の建築設備についても地震対策が必要不可欠となっている。今回は建築センター指針を基に、「建築設備用支持材、電路支持材の地震対策」について講習がされた。
　　　ケーブルラックの耐震指示や防火区画貫通部の耐震指示について、その部材の選定から効果についての説明があり、吊り金具の補強については、受講者に模型で実際に取り付けることも行った。
　　　また、耐震対策を実際に行った工場の映像の紹介がされた。
